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 体育祭の罰ゲームをめぐる四人の中学生

の連作短編です。 

部活での人間関係、親の再婚相手との関

係、多感な時期の彼らの悩みは、読んでい

ると大人の私ですら重くせつなくなりま

す。しかし、キャラクターの描写が実に上

手いので、この四人なら悩みもうまく乗り

越えるだろうと思ってしまいます。思春期

は自分が他人からどう見られるか特に気に

する時期です。思いが言葉でしか伝わらず

傷つくことも多いでしょう。そんな繊細な

時代の四人のストーリーに読む手が止まり

ません。そして、読み終えた時のじわりと

くる爽やかさ、見事としか言いようがない

のです。それがこの本書の魅力です。 

 

『 時速４７メートルの 

 疾走 』 

 吉野 万理子 /著 
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『 彼の名はウォルター 』 

 エミリー・ロッダ /著,文 

さくま ゆみこ /翻訳 

出版社： あすなろ書房 

出版年月：2022年1月 

バスが故障してしまい、古びた屋敷で一夜

を過ごすことになった4人の少年少女と先生。

主人公の少年は屋敷の中で隠されていた1冊の

本を発見します。本のタイトルは「彼の名は

ウォルター」。内容は主人公ウォルターと魔

女や言葉を話す動物のおとぎ話のような物

語。主人公は何故かこの本を最後まで読まな

ければという衝動に突き動かされます。一方

で、現実の世界では床に血のような跡が見つ

かったり、どこからかうなり声が聞こえた

り、徐々に不穏な雰囲気となっていきます。 

一体この本は何なのか？ウォルターとは誰

なのか？この屋敷では過去に何があったの

か？雷鳴轟く中、懐中電灯の光で読み進める

主人公の緊張感が伝わってきて一晩で一気に

読んでしまうサスペンス小説です。 
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